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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

新
年
早
々
か
ら
大

地
震
、
そ
し
て
航

空
機
事
故
。
こ
ん

な
幕
開
け
を
誰
が

予
測
し
た
か
。
１

月
２
日
夕
刻
、
羽
田
空
港
Ｃ
滑

走
路
は
火
の
海
に
。
札
幌
発
の

Ｊ
Ａ
Ｌ
機
と
救
援
物
資
搭
載
の

海
保
機
が
衝
突
し
た
▼
こ
の
事

故
に
関
連
し
て
、
国
内
外
の
航

空
関
連
労
働
組
合
な
ど
で
つ
く

る
航
空
安
全
会
議
（
Ｊ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
は
緊
急
声
明
を
発
表
し
た

▼
日
本
で
航
空
機
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
警
察
が
事
故
原
因

を
特
定
す
る
こ
と
が
通
例
だ
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
原
因

究
明
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

た
事
例
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
と

指
摘
し
、
「
最
も
優
先
さ
れ
る

べ
き
は
事
故
調
査
で
あ
り
、
刑

事
捜
査
で
は
な
い
」
「
調
査
結

果
が
再
発
防
止
以
外
（
刑
事
事

件
の
証
拠
）
に
利
用
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
強
く
主
張
し

た
▼
警
察
は
あ
く
ま
で
も
犯
罪

を
立
件
す
る
た
め
に
捜
査
す
る

が
、
そ
れ
は
事
故
原
因
を
究
明

す
る
た
め
の
調
査
で
は
な
い
。

国
連
機
関
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
国
際

民
間
航
空
条
約
は
、
事
故
原
因

の
調
査
と
再
発
防
止
を
原
則
と

す
る
。
米
国
を
は
じ
め
諸
外
国

で
は
、
随
分
以
前
よ
り
事
故
原

因
の
究
明
が
第
一
と
さ
れ
て
き

た
。
事
故
の
原
因
を
特
定
す
る

こ
と
で
今
後
の
更
な
る
事
故
の

防
止
に
寄
与
す
る
と
い
う
考
え

方
に
基
づ
く
。
だ
が
、
日
本
は

こ
の
条
約
を
批
准
し
な
が
ら
事

故
原
因
調
査
を
後
回
し
に
し
、

警
察
に
よ
る
犯
罪
捜
査
を
優
先

し
続
け
て
き
た
▼
こ
の
事
故
を

機
に
、
日
本
も
刑
事
罰
の
適
用

よ
り
、
社
会
的
利
益
を
優
先
す

る
方
向
に
向
か
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
事
故
に
あ
っ
た
人
び
と

や
被
災
者
に
心
を
よ
せ
あ
い
つ

つ
。

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

き
ょ
う
２
月
１
日
か
ら
春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や

す
）。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。組
合
で
は
組
合
員
数
２
％
増
を
目
標
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
春
の
幕
開
け
は
仲
間
と
共
に

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
谷
口
書
記
次
長
は
ま
ず
、

能
登
半
島
の
地
震
に
触
れ
、

お
悔
み
と
お
見
舞
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　

昨
年
の
十
月
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
、
今
年
四
月
か
ら
は
働

き
方
改
革
関
連
法
が
建
設
業

に
全
面
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

触
れ
「
た
く
さ
ん
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
一
つ
一
つ
解
決

し
、
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
建
国
保
の
関

谷
理
事
長
か
ら
も
あ
い
さ
つ

を
頂
き
ま
し
た
。

　
一
月
十
日
（
水
）
大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
（
エ
ル
・
お
お
さ
か
）
で
「
二
〇
二
四
大

建
労
旗
び
ら
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
支
部
・
六
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

谷
口
書
記
次
長
か
ら
昨
年

の
夏
・
秋
に
取
り
組
ん
だ
国

保
組
合
予
算
現
行
水
準
確
保

で
は
二
万
七
千
二
百
三
十
五

枚
の
要
請
ハ
ガ
キ
、
地
元
国

会
議
員
要
請
で
は
衆
議
院
、

参
議
院
五
十
人
の
方
々
に
要

請
で
き
た
こ
と
、
昨
年
七
月

～
九
月
に
取
り
組
ん
だ
賃
金

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
六
百
三

十
二
枚
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
百
六
十
六

件
）
集
め
る
事
が
で
き
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
・
十
一
月
に

取
り
組
ん
だ
賃
金
引
上
げ
行

動
で
は
私
た
ち
の
現
状
を
一

般
の
方
々
に
訴
え
る
事
が
で

き
た
こ
と
。

　

秋
の
拡
大
月
間
で
は
百
五

十
四
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
・
署
名
で
の

表
彰
で
は
都
島
支
部
・
城
東

鶴
見
支
部
、
港
支
部
・
池
田

支
部
・
松
原
支
部
・
門
真
支

部
・
寝
屋
川
支
部
・
大
東
支

部
・
茨
木
支
部
の
九
支
部
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
拡
大
月
間
で
目
標
達

成
し
た
羽
曳
野
支
部
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

「
全
支
部
に
青
年
部
を
…

　

青
年
部
員
を
増
や
し
て
青

年
部
を
盛
り
上
げ
、
拡
大
月

間
や
支
部
訪
問
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
植
田
青
年

部
長
が
訴
え
ま
し
た
。

　

各
支
部
参
加
者
か
ら
「
今

年
の
抱
負
」
を
発
表
後
、
閉

会
し
ま
し
た
。

当
面
の
運
動

表
彰
式

青
年
部
訴
え

　

一
月
十
四
日
（
日
）
、
エ

ル
・
お
お
さ
か
で
税
金
活
動

者
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

習
熟
度
別
に
三
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
、
事
業
申
告
、
消
費

税
（
基
本
コ
ー
ス
）
で
は
、

説
明
会
の
在
り
方
、
事
業
税

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
組
合

で
行
う
申
請
説
明
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
確
認
。

　

次
に
確
定
申
告
の
実
務
、

手
引
き
・
資
料
説
明
後
、

実
務
学
習
へ
。

　

昨
年
十
一
月
の
税
金
活

動
者
会
議
で
学
ん
だ
所
得

の
計
算
の
仕
方
や
減
価
償

却
の
計
算
、
消
費
税
の
し

く
み
な
ど
、
基
礎
的
な
知

識
を
ふ
ま
え
た
上
で
例
題

の
基
に
実
際
の
確
定
申
告

書
の
作
成
と
、
消
費
税
申

告
（
簡
易
）
の
作
成
ま
で

行
い
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
は
二
月
か

ら
始
ま
る
申
告
会
に
備
え

て
気
合
を
入
れ
学
習
に
の

ぞ
み
ま
し
た
。

　

税
金
活
動
で
申
告
学
ぶ

      

説
明
会
の
備
え
は
バ
ッ
チ
リ

　

昨
年
十
二
月
十
七
日（
日
）

「
通
信
員
の
つ
ど
い
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

地
震
・
火
災
・
津
波
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

南
海
・
東
南
海
地
震
・
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
大
災

害
に
備
え
る
た
め
、緊
急
時

に
何
を
す
べ
き
か
、自
ら
の

命
・
身
体
を
守
り
、被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
す
べ
を
、

大
阪
市
立
阿
倍
野
防
災
セ
ン

タ
ー
（
あ
べ
の
タ
ス
カ
ル
）

で
体
験
を
通
じ
て
学
び
ま
し

た
。　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

【
住
吉
　
中
野
照
司
】

　

ヒ
ザ
は
ガ
ク
ガ
ク
右
足
が

悲
鳴
を
上
げ
た
。
十
二
月

十
七
日
、
あ
べ
の
防
災
セ
ン

タ
ー
で
震
度
七
を
体
験
で
の

出
来
事
だ
。

災
害
は
必
ず
来
る

助
か
る
力
、
助
け
る
力
を
学
ぶ

　

近
々
来
る
と
言
わ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
時
だ
っ

た
。
本
当
に
知
ら
な
い
時
に

地
震
が
来
た
ら
と
思
う
と
、

阪
神
大
震
災
を
思
い
出
し

た
。

　

あ
の
時
家
族
四
人
で
六
畳

一
間
に
並
ん
で
寝
て
い
る
時

に
、
テ
レ
ビ
が
飛
ん
で
く
る

と
思
い
、
手
で
押
さ
え
て
い

た
。

　

風
呂
場
、
ト
イ
レ
の
タ
イ

ル
が
割
れ
、
台
所
の
食
器
が

散
乱
し
た
。
そ
れ
以
上
の
地

震
体
験
で
、
手
の
ひ
ら
に
汗

が
ビ
ッ
シ
リ
と
に
じ
ん
だ
。

震
度
７
体
験
で
手
の
ひ
ら
汗
ビ
ッ
シ
リ

通
信
員
の
つ
ど
い

震度７を体験

大建労新春旗びらき

表彰されたみなさん

拡大目標を達成した羽曳野支部

参加者の皆様
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手
渡
し
ま
し
た
。

　

寝
屋
川
支
部
の
組
合
員
さ

ん
、
堺
支
部
の
組
合
員
さ
ん

に
も
「
頑
張
っ
て
」
「
あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
で
と
て
も

元
気
が
出
ま
し
た
。

　

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
の
店
長
さ

ん
か
ら
「
昨
年
、
一
回
目

（
四
月
十
四
日
）
の
拡
大

行
動
で
は
、
組
合
員
カ
ー
ド

を
提
示
さ
れ
る
方
が
少
な

く
十
名
前
後
で
し
た
が
、
二

回
目
（
十
月
四
日
）
で
、

三
十
～
四
十
名
と
増
え
、
今

日
（
十
二
月
二
十
三
日
）
で

は
、
六
十
名
以
上
の
方
が

提
示
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た

よ
」
と
お
言
葉
が
あ
り
、
心

か
ら
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
帰
る
時
に
は
、

店
の
出
口
の
所
で
、
い
つ
ま

で
も
頭
を
下
げ
て
見
送
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
心
あ
た
た
ま
る
思

い
で
一
杯
で
す
。

　

ご
参
加
・
ご
協
力
頂
い
た

み
な
さ
ま
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

寝
屋
川

4
日
（
月
）
堺
・
福
島

5
日
（
火
）
堺

6
日
（
水
）
堺

7
日
（
木
）
堺

8
日
（
金
）
本
部

11
日
（
月
）
本
部

※
門
真
支
部
の
日
程
は
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
各
支

部
で
予
約
制
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
確
認
を
。

　
　
　

都
島
・
寝
屋
川

　

25
日
（
日
）
堺
・
寝
屋
川

　
　
　

東
住
吉
平
野
・
城
東

　
　
　

鶴
見
・
守
口

　
　
　

東
淀
川
・
都
島

　

26
日
（
月
）
堺
・
池
田

　

27
日
（
火
）
泉
佐
野

　

28
日
（
水
）
寝
屋
川

　

29
日
（
木
）
泉
佐
野

3
月

　

1
日
（
金
）
堺
・
生
野
・

　
　
　

吹
田

　

2
日
（
土
）
生
野
・
吹
田

　
　
　

城
東
鶴
見
・
寝
屋
川

3
日
（
日
）
福
島
・
茨
木

　
　
　

大
東
＝
完
全
予
約
制

　

16
日
（
金
）
堺
・
岸
和
田

　

17
日
（
土
）
岸
和
田
・

　
　
　

大
東

　

18
日
（
日
）
堺
・
岸
和
田

　
　
　

東
住
吉
平
野

　
　
　

東
淀
川

　

19
日
（
月
）
堺
・
吹
田

　

20
日
（
火
）
西
成
・

　
　
　

泉
佐
野

　

21
日
（
水
）
堺

　

22
日
（
木
）
堺
・
茨
木

　

23
日
（
金
）
東
淀
川
・

　
　
　

寝
屋
川

　

24
日
（
土
）
城
東
鶴
見

　

8
日
（
木
）
豊
中

　

9
日
（
金
）
堺
・
豊
中

　

10
日
（
土
）
守
口
・

　
　
　

寝
屋
川

　

11
日
（
日
）
東
住
吉
平
野

　
　
　

住
吉
・
守
口

　
　
　

寝
屋
川

　

12
日
（
月
）
住
吉

　
　
　

大
東
・
寝
屋
川

　

13
日
（
火
）
東
成

　
　
　

松
原
・
羽
曳
野

　
　
　

富
田
林

　

14
日
（
水
）
堺
・
羽
曳
野

　
　
　

松
原
・
富
田
林

　

15
日
（
木
）
西
淀
川
・

2
月

　

4
日
（
日
）
岸
和
田
・

　
　
　

都
島

　

12
日
（
月
）
東
淀
川

【
門
真
　
輪
木
戻
子
】

　

拡
大
行
動
・
組
合
員
さ
ん

に
向
け
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
昨

年
十
二
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
本
部
書
記
二

名
、
堺
支
部
の
主
婦
の
会
二

名
、
支
部
役
員
事
務
担
十

名
、
計
十
四
名
で
の
行
動
で

し
た
。

　

本
部
の
宣
伝
カ
ー
で
書
記

の
方
で
拡
大
の
案
内
・
放
送

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

購
入
後
レ
シ
ー
ト
を
見
せ

て
商
品
券
が
も
ら
え
る
と
言

う
企
画
で
進
め
ま
し
た
。

　

土
曜
日
と
あ
っ
て
来
客
の

方
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
三
十
七
名
の
方
に
安

心
ガ
イ
ド
を
説
明
し
な
が
ら

【
港
支
部
　

竹
原
】

　

原
子
力
委

員
会
で
今
後

の
原
子
力
の

方
向
性
を
大

筋
決
め
た
。

廃
炉
と
決
め

た
原
子
力
発

電
所
を
建
て

替
え
て
再
稼

場
所　

長
野
県
栂
地
高
原
ス

キ
ー
場
「
ホ
テ
ル
セ
ル
リ
ア

ン
ア
ル
ペ
ン
」

日
時　

二
〇
二
四
年
三
月
八

日
（
金
）
夜
出
発
～
十
日

（
日
）
夜
到
着

参
加
費

①�

組
合
員
・
配
偶
者
と

十
三
歳
以
上
の
子
は

二
万
二
千
円

②�

青
年
部
員
・
配
偶
者
と

十
三
歳
以
上
の
子
は

二
万
円

③�

小
人
（
四
歳
～
十
二
歳
）

は
一
万
六
千
円

④�

幼
児
（
三
歳
以
下
）
は
無

料
⑤�

一
般
参
加
者
（
十
三
歳
以

上
）
は
二
万
八
千
円

⑥�

一
般
参
加
者
（
十
二
歳

以
下
）
は
二
万
五
千
円

（
①
～
④
は
組
合
員
本

人
か
ら
一
親
等
以
内
の

親
族
に
限
る
）

定
員　

四
十
名

※
三
十
五
人
以
上
で
開
催
し

ま
す
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
っ

た
場
合
は
、
青
年
部
員
・
配

偶
者
と
十
三
歳
以
上
の
こ
ど

も
優
先
。

申
込
開
始　

二
〇
二
四
年
一

月
九
日
（
火
）
午
前
十
時
か

ら
二
月
九
日
（
金
）
十
三
時

ま
で
。

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

第
二
十
二
回
『
私
の
冬
』
の

入
賞
は
掲
載
し
た
四
作
品
で

す
。

　

最
優
秀
賞
は
一
名

泉
佐
野
支
部
・
都
宮
一
平
様

　

優
秀
賞
は
三
名

寝
屋
川
支
部
・
重
久
寛
之
様

門
真
支
部
・
見
延　

保
様

泉
佐
野
支
部
・
長
田
泰
浩
様

様
に
な
り
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
五
千
円

分
・
優
秀
賞
に
は
三
千
円
分

の
ク
オ
カ
ー
ド
を
お
送
り
し

ま
す
。

　

次
回
第
二
十
三
回
テ
ー
マ

は
『
節
分
・
ひ
な
ま
つ
り
』

募
集
開
始
日
は
二
〇
二
四

年
二
月
一
日
（
木
）
～

二
〇
二
四
年
三
月
十
五
日

（
金
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お

送
り
下
さ
い
。
応
募
方
法
は

簡
単
。

① 

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
お
友
だ
ち
登
録

② 

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
写
真

作
品
と
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て

送
る
だ
け
で
参
加
で
き
ま

す
。

　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

告
知
は
「
建
設
労
働
」
・

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
応
募
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。最優秀賞『かまくらモンスター』

泉佐野・都宮一平様
優秀賞『春待つ恵比寿』
泉佐野・長田泰浩様

優
秀
賞
『
寒
稽
古
』

門
真
・
見
延
　
保
様

優
秀
賞
『
昨
年
よ
り
も
ま
す
ま
す

素
敵
に
…
』

寝
屋
川
・
重
久
寛
之
様

2
月

　

3
日
（
土
）
東
成
・
港

　

4
日
（
日
）
港
・
寝
屋
川

　

6
日
（
火
）
寝
屋
川

　

7
日
（
水
）
寝
屋
川

各
支
部
記
帳
講
習
会

申
告
説
明
会
日
程

各
支
部
税
金

申
告
会
日
程 原

発
の
見
直
し
は
だ
め
だ

働
す
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
原

子
力
発
電
所
は
増
設
し
な
い

と
決
め
て
い
た
の
に
、
青
森

県
の
六
ヶ
所
村
に
使
用
済
み

核
燃
料
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
夏
に
向
か
い
電

力
不
足
を
補
う
為
に
又
事
故

に
な
ら
な
い
よ
う
に
…
。

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
ー
ツ
ア
ー

３
月
８
日
㈮
夜
出
発

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
門
真
市
島
頭
店
に
て


